
　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特

別
区
」
に
再
編
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
大
阪
都
」
構
想
の
制

度
設
計
を
議
論
す
る
大
都
市

制
度（
特
別
区
設
置
）協
議
会

（
法
定
協
）の
第
16
回
目
の
会

合
が
12
日
、
府
庁
内
で
開
か

れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の

山
中
智
子
大
阪
市
議
は
、
こ

れ
ま
で
の
議
論
で
「
都
」
構

想
の
破
綻
は
明
ら
か
だ
と
指

摘
。
防
災
対
策
な
ど
に
全
力

で
取
り
組
む
た
め
に
も
、
議

論
に
き
っ
ぱ
り
と
終
止
符
を

打
ち
、
府
と
大
阪
市
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
ふ
さ
わ
し

い
仕
事
を
し
っ
か
り
行
う
べ

き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

山
中
氏
は
、
大
阪
市
を
廃

止
し
て
広
域
行
政
の
「
司
令

塔
機
能
」
を
府
に
一
本
化
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
大
阪
港

の
取
り
扱
い
貨
物
や
来
阪
外

国
人
観
光
客
が
増
え
る
わ
け

で
は
な
い
と
指
摘
。
消
防
や

水
道
な
ど
現
在
の
大
阪
市
の

業
務
を
含
む
４
２
８
事
業
を

単
に
府
に
移
管
す
る
だ
け

で
、
個
々
の
事
業
の
予
算
は

増
え
ず
、
逆
に
移
管
先
の
府

の
職
員
は
「
効
率
化
」
の
名

で
１
２
０
人
減
ら
さ
れ
る
と

し
、「
弱
体
化
こ
そ
す
れ
、

強
力
な
体
制
な
ど
に
な
ら
な

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
内
閣
府
が
発
表
し

た
県
民
一
人
当
た
り
の
所
得

は
、
大
阪
は
２
０
１
４
年
の

全
国
７
位
か
ら
15
年
は
９
位

に
低
下
し
、
対
前
年
伸
び
率

は
全
国
平
均（
３
・
３
％
）よ

り
低
い
２
・
２
％
。
総
務
省

の
勤
労
者
世
帯
の
家
計
調
査

（
16
年
）で
は
、
大
阪
市
は
全

国
平
均
か
ら
16
年
の
月
額
実

収
入
で
４
万
６
千
円
、
消
費

支
出
で
４
万
２
千
円
低
い
な

ど
、
悪
化
す
る
市
民
生
活
の

一
端
を
示
し
ま
し
た
。

　

山
中
氏
は
、「
府
と
市
が

同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
か

ら
と
か
、
そ
の
た
め
の
制
度

的
な
保
証
が
必
要
と
い
っ
た

レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、

国
・
地
方
を
通
じ
て
の
政
策

の
問
題
だ
」
と
強
調
。「
特

別
区
」
素
案
の
財
政
試
算
で

さ
え
膨
大
な
設
置
コ
ス
ト
が

か
か
り
、
中
核
市
並
み
の

「
特
別
区
」
に
す
れ
ば
さ
ら

に
コ
ス
ト
が
膨
ら
み
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
カ
ッ
ト
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
し
、「
都
構
想

は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。

最
悪
の
制
度
だ
」
と
断
じ
ま

し
た
。

政策の中身こそ問題
都構想は最悪の制度

第16回法定協 山中智子大阪
市議が主張
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